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集中豪雨とその先行強雨現象＊

一昭和42年7月9日呉集中豪雨一

岡本雅典＊＊・桂 順　治＊＊・前　川 力＊＊＊

　要　　旨

　昭和42年7月9日呉におきた集中豪雨時の状態を中規模じょう乱の観点から，中国地方瀬戸内海沿岸につ

いて解析した結果を報告する．気圧じょう乱系の移動と強雨域の関係から，呉と大柿で見出された集中豪雨

に対する先行強雨域は，相続くじょう乱系に伴われて出現したことを示す．

　また一つのじょう乱系に現われた二つの強雨域が後続するじょう乱系の急速な進行により，呉附近で合体

して一つの強雨域を形成した．このとき呉に集中的豪雨が降ったことを示す．

　1．はしがき
　集中豪雨の問題は大きな災害をもたらすという意味で

わが国では重要な気象学上の問題の一つであり，すでに

多くの研究（正野・その他，1959；牛島，1959；小沢・尾

崎，1960；二宮，1961；松本・その他，1962；中島，

1965）があり，また1967年11月の気象学会秋季大会シン

ポジウムで種々の側面から討論がなされた（二宮・駒林・

門脇・河村その他，1967）．ここでは1967年7月9日に

起きた九州および中国地方の豪雨のうち，とくに瀬戸内

海沿岸について，中規模じょう乱の観点から呉を中心と

して調査した結果を報告する．

　中規模現象としての集中豪雨については，前述のシン

ポジウムでも報告（二宮，1967）されており，また本質

的には同じ現象と考えられる北陸豪雪に関する一連の研

究（松本・二宮・秋山，1967a，松本・二宮，1967b，松

本・二宮・中垣，1967）がなされている，本報告ではこれ

らのモデルが今回の呉集中豪雨のときもかなりよく成立

つことを示すと同時に，九州方面より移動した気圧じょ

う乱系の一部が九州・四国両山岳地帯の谷間にある伊予

灘に来て著しく加速され，宇勢灘で前のじょう乱系に接

近すると共に強い収束場を形成し，その結果呉において
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集中的豪雨が生じた現象の模様を示す．

　また駒林（1967，1968）の提唱した集中豪雨の先行現

象と類推される降水の1例を示すと共に，これが相続く

気圧じょう乱系の移動に伴って起ったものであることを

示す．

　2，気圧じょう乱系の移動

　1967年7月8～9日の天気概況，前線帯の位置等につ

いてはr異常気象調査報告」　（大阪管区気象台，福岡管

区気象台）に詳報されており，ここでは省略する．また

主要降水群の移動経路については松本（1968）の報告中

に示されてある．いずれにしてもレーダー・エコーの観

測結果とも合わせると呉を通過した主要降水群は瀬戸内
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第1図 呉周辺豪雨域の移動（7・9・16～17日本時）実

線：10分間降水量12mm以上，破線：10分
間降水量8mm以上の区域，数字は各10分
間の終時．雨域の進行を矢印を付した破線な

らびに実線で示し，実線に比し破線は信頼度
カミ4￥さい．
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集中豪雨とその先行強雨現象

海の中心部を南々西から北北東に移動したことはほぼ確

実のようである．

　呉とその周辺における強雨域の分布とその移動は10分

間降水量分布図により示されたが（前川・その他1967），

豪雨域の寿命時間は20～30分位，移動速度はほぽ70km

／hrと推定された（第1図）．この数値は松本（1968）

の示した値63km／hrに非常に近い．寿命時間を考慮す

ると，気圧じょう乱系を見出すために気圧自記紙から30

分間毎の読取り値ではやや不十分であり，10分間毎に読

取り，これに60分間の移動平均を行って，その偏差値

を求めタイム・セクション（第2図）を作った．用いた

地点は下関，山口，大分，宇和島，松山，広島，呉，松

永，多度津，岡山，高松である．第2図によると広範囲

の負偏差値域の中に小さなじょう乱系が三つ認められ

る．じょう乱系皿は，その移動に伴って必ずしも強雨を

伴っていない地域があり，岩国・柳井以東では強雨域を

伴っているようである．

　各じょう乱系の通過時刻を決定するためにタイム・セ

クションに示した各地点のほかに飯塚，日田，萩，浜

田，松江，境，米子のそれぞれの自記気圧，30分毎の風

向・風速を参照した．その一部を第3図に示す．かくし

て求めた各じょう乱系の移動時刻を第4図に示す．

　3．じょう乱系列の移動と先行強雨域

　瀬戸内海沿岸における　（a）9日15時30分，（b）16時

10分，16時30分の前10分間降水量の強雨域と各時刻に位

置しているじょう乱系を示したのが第5図である．この

図によるとはじめのじょう乱系1，皿の後面に地形の影

響か二つの強雨域が現われ（15時30分），進行するにつ

れ16時30分には呉附近で二つの強雨域は合体したように

見える．じょう乱系皿の後面では16時30分以後に岩国に

強い雨を降らせている．
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第4図　各じよう乱系の等時線（a）系1，（b）系皿，

　　　（c）系皿

　このように各じょう乱系の後面に豪雨域があること

は，後面における収束域が存在することを暗示してい

る．各じょう乱系の移動時刻（第4図）を参照すると，

じょう乱系皿は伊予灘で急速に進行をはやめ16時30分に

じょう乱系皿に非常に接近し，このためか二つの強雨域

は合体し，これが呉に集中豪雨を降らせたものと思われ

る．

　つぎに相接した地点，呉と大柿（能美島）の10分間降

水量の時間的分布をとりあげ，これらを比較すると（第

6図），先行する強雨は両者ともに15時30分に起ぎてお

り，それから30～40分後に本格的集中豪雨がいずれの

場合も現われている．一方このとぎの強雨域の移動速度

は約70km／hrであるから，二つの強雨域に対応する積

乱雲は約40kmはなれていることになり，これらには呉・

大柿附近の強雨域とそこから約40kmはなれた岩国西方

附近の強雨域とが丁度対応する（第5図参照）．　したが

って先行強雨域はじょう乱系1に伴つたものであり，本
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（c）

強雨域（10分間降水量，単位mm）と各じよう乱
系の位置（a）15：20～15：30日本時，15：30日本時

におけるじょう乱系，（b）16：00～16：10日本時，

16：10日本時におけるじょう乱系，（c）16：20～

16：30日本時，16：30日本時におけるじょう乱系

第7図　収束，発散の計算に用いた三角網

26

格的集中豪雨はじょう乱系豆に伴って起ったと云える．

　このように少なくとも二つのじょう乱系が相続いて移

動することが集中豪雨現象の現われる一つの必要条件で

あるかに見える．このような先行現象は駒林（1967，

1968）の述べた機構とも関連するのではないかと思われ

る．

　4．収束域・発散域

　最後に第7図に示す各地点から構成される三角網を用

いて，地上風から9日14時30分から17時00分まで各30分

毎に地上風の収束・発散図を作った．その1例として（a）

16時00分と（b）16時30分の場合を第8図に示す．

　これらの各時刻に対応するじょう乱系の位置を重ねて

見ると，各じょう乱系の後面では収束域，前面では発散

域となっている．なお16時30分における気圧偏差値から

求めたメソ低気圧を第9図に示すとメソ低気圧の中心と

思われる松山方面海上は収束域内にあり，とくに伊予灘，

、気天”16．7．
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　　　　（a）

地上風の収束・発散域（単位：10騨4sec一1）（a）16：00日本時，

　　（b）

（b）16：30日本時
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第9図 メソ低気圧とレーダー・エコーセルの移動と分布（1967・7・9・16：30

日本時）．レーダー・エコーセルは室戸岬測候所の観測．

豊後水道に向って強い収束域がある．第9図に同時に示

したレーダー・エコーセル（室戸岬測候所観測）にもこ

の地域に発達した積雲があることが示されている．なお

収束・発散の計算に際して三角形の面積の違いを補正し

た．その補正係数を定めるに当り，現象の規模Sは二宮

1969年7月

の方法にしたがい，

　　　　　　　　　S＝200×108m2

と推定した．じょう乱の波長L＝・140kmに相当する．

5．むすび
以上のごとく昭和42年7月9日呉集中豪雨時における

27



318 集中豪雨とその先行強雨現象

じょう乱系の移動と強雨域との関係を調査することによ

り；，集中豪雨とその先行強雨は二つのじょう乱系が相つ

いで通過した際に起きたことを示した．また各じょう乱

系の二つの強雨域が現われたが，これはじょう乱の本質

的性質か地形の影響かどうかわからない．一方じょう乱

系皿は伊予灘に来て急速に進行し，16時30分頃には先行

するじょう乱系に非常に接近した結果，二つの強雨域は

合体して一つの強雨域を形成し，その際に呉に激しい集

中豪雨が起きたことが訴婁れた，

　，今後の問題としては3もしじょう乱系皿を中規模じょ

う乱と認めるならば，大気下層での著しい風のシヤーが

どのような型でじょう乱系の移動速度をはやめ，またそ

の系の前にある他のじょう乱系に伴う収束域にいかなる

効果を及ぼすか等の理論的考察が残される．

　おわりに本報告は文部省科学研究費r昭和42年7月豪

雨による災害の綜合的実態的研究」のうち気象班の行な

った結果の・一部をなすものである．また調査に当り，多

くの資料の利用を許され，かつ種々の御便宜を頂いた広

島地方気象台を始め，大阪・福岡両管区気象台並びに管

区内各気象官署，建設省中国地方建設局，国鉄広島支

社，中国電力株式会社の各位に謝意を表わす．また本論文

に対して種々御助言を頂いた気象庁予報部神子敏郎氏，

気寒大学校力武恒雄氏，荒川正一氏の各位に感謝する．
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